
国 民 健 康 保 険 へ の 国 庫 負 担 増 額 を 求 め る 意 見 書   社 会 保 障 制 度 改 革 国 民 会 議 の 報 告 書 で は 、 国 民 健 康 保 険 の 保 険 者の 都 道 府 県 移 行 が 提 案 さ れ 、 ま た 、 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 の 確 立を 図 る た め の 改 革 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ プ ロ グ ラ ム 法 ） の 実 施 ス ケジ ュ ー ル で は 、 法 改 正 が 必 要 な 事 項 に つ い て 平 成 ２ ７ 年 通 常 国 会 に法 案 を 提 出 す る と さ れ て い る 。  し か し 、 報 告 書 で も 述 べ ら れ て い る と お り 、 国 民 健 康 保 険 の 財 政的 な 構 造 問 題 を 放 置 し た ま ま 保 険 者 を 都 道 府 県 に 移 行 と し た と し ても 、 多 額 の 赤 字 を 都 道 府 県 に 背 負 わ せ る だ け な の は 明 白 で あ る 。  ま た 、 全 国 知 事 会 は 「 国 保 の 構 造 的 な 問 題 を 解 決 し 、 持 続 可 能 な制 度 が 構 築 さ れ る こ と が 、 運 営 等 に つ い て 都 道 府 県 が 市 町 村 と と もに 責 任 を 負 う こ と の 前 提 で あ る 」 と い っ た 声 明 を 発 表 し て い る 。  国 民 健 康 保 険 は 、 被 用 者 保 険 と 比 べ て 低 所 得 者 の 加 入 者 が 多 い 、年 齢 構 成 及 び 医 療 費 水 準 が 高 い 等 の 課 題 を 抱 え て お り 、 こ の た め 市町 村 は 一 般 会 計 か ら 多 額 の 繰 入 を 行 っ て い る 。  国 民 健 康 保 険 の 財 政 的 な 構 造 問 題 や 運 営 上 の 課 題 を 解 決 し て い くた め に は 、 国 庫 負 担 の 増 額 は 必 要 不 可 欠 で あ る 。  よ っ て 、 国 に お い て は 、 下 記 の 事 項 を 実 現 さ れ る よ う 強 く 求 め る 。  記  １  国 庫 負 担 を 大 幅 に 増 額 し 、 最 低 で も １ ９ ８ ４ 年 以 前 の 水 準 （ 医   療 費 の ４ ５ ％ 、 保 険 給 付 費 の ６ ０ ％ 相 当 ） を 確 保 す る こ と  ２  子 ど も 、 ひ と り 親 、 障 害 児 ・ 者 な ど に 対 す る 福 祉 医 療 制 度 （ 医   療 費 助 成 制 度 ） 実 施 自 治 体 に 対 す る ペ ナ ル テ ィ ー を 中 止 す る こ と  以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。     平 成 ２ ６ 年 ３ 月 ２ ４ 日                三 浦 市 議 会 議 長  岩  野  匡  史   意 見 書 提 出 先  内 閣 総 理 大 臣 ／ 総 務 大 臣 ／ 財 務 大 臣 ／ 厚 生 労 働 大 臣  


